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感染拡大による経済活動縮小懸念から欧米株大幅下落
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 欧州中央銀行(ECB)は3月理事会で、金融支援策を公表し、政策金利の現状維持を決定。
 ラガルド総裁は「必要があれば利下げも実施する」と発言も、欧米株式は米国の欧州からの入国禁
止措置を嫌気し大幅に下落。今後開催予定の各国政府・金融当局の政策対応に更なる期待が集まる。

臨時レポート

ECB理事会 金融支援策公表も株価下げ止まらず

＜金融支援策発表、政策金利は現状維持＞
 ECBは12日の定例理事会で、主要政策金利を
0.00％、預金ファシリティ金利(3つある政策金利
の1つで金融機関がECBに預け入れる準備額の金
利)を－0.5％の現状維持としました。また、新型
コロナウイルスの世界的な感染拡大による景気減
速懸念に対応し、2020年末まで資産購入プログラ
ムの月額130億ユーロの拡大や中小企業などの支
援のため銀行向けの金融システム安定策である
TLTRO(貸出条件付きの流動性供給オペ)の適用金
利引き下げなどを含む包括的な金融支援策を打ち
出しました。ラガルド総裁は記者会見で「必要が
あれば利下げも実施する」と発言しました。

 3日に欧州連合統計局(ユーロスタット)から発表さ
れたECBが重視するエネルギー・食料・タバコ・
アルコールを除く指数<前年同月比>は+1.2％と
前月から0.1ポイント上昇しました。政策目標を下
回る状態が続いています(図表1)。

＜欧米株価は下げ止まらず大幅下落＞
 12日の欧米株式市場は揃って大幅な下落となりま
した。米トランプ大統領が発表した英国を除く欧
州から米国への入国禁止措置が、航空会社をはじ
めとした欧米諸国の経済活動の停滞懸念に繋がる
として、ドイツ株式市場(DAX指数)は前日比
1,277.55ポイント安の9,161.13(－12.23%)で取
引を終えました(図表２)。ドイツ債券市場はドイ
ツ以外の欧州債券が売られる中、投資家のリスク
回避の姿勢から比較的堅調に推移し、前日比ほぼ
横ばいとなりました。欧州株価下落の流れは米国
株式の下落にも繋がりました。取引時間中にNY連
銀が資金供給拡大の発表など緊急声明を出しまし
たが、S＆P500指数は取引時間中に7％超下落し、
9日に続いて2回目となる取引一時中断措置(サー
キットブレーカー)が発動されました。NYダウは
史上最大の下げ幅となる前日比2,352.60ドル安の

図表1：ユーロ圏消費者物価指数(CPI)

出所）図表1～2はブルームバーグデータをもとにニッセイアセット
マネジメント作成

図表2：米独株価の推移

21,200.62ドル(前日比－9.98%)で取引を終えま
した(図表2)。3月だけで約4,000ドル、約17％下
落したことになります。FRB(米連邦準備制度理事
会)による緊急利下げなど各国金融当局の協調体制
が示されていますが、世界の株式市場は落ち着き
を取り戻しておらず、今後開催される米・日の金
融政策決定会合などでの政策対応への期待も高
まっているものと思われます。ただし、金融政策
対応だけでは、効果に限界があるとの見方も多く、
感染拡大阻止に向けた各国政府の取り組みや財政
政策など景気下支えを目的とした早急な対策が市
場を落ち着かせる近道であるものと思われます。
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